
５
名
の
若
い
理
事
が
加
わ
り
ま
し
た
。
今
後

は
女
性
の
会
員
に
理
事
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
同
窓
会
会
費
収
入
の
改
善
で
す
。
事
務

局
に
会
報
（
新
聞
）
を
配
布
し
て
い
る
会
員

数
と
、
そ
れ
に
対
し
て
会
費
を
納
入
し
て
下

さ
っ
て
い
る
会
員
数
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
リ
ス
ト
を
元
に
、
手
始

め
と
し
て
各
理
事
に
自
分
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

に
会
費
納
入
を
促
進
す
る
活
動
を
お
願
い
し

ま
し
た
。そ
の
成
果
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
会
費
収
入
改
善
の
施
策
と
し
て

会
費
納
入
手
続
き
の
改
善
を
試
み
て
い
ま

す
。
ま
だ
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
若
い
会
員

が
会
費
を
納
入
し
や
す
い
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

会
報
（
新
聞
）
に
関
し
て
も
試
み
を
始
め

ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
大
き
な
収
入
源
で
あ
る

広
告
を
増
や
す
活
動
で
す
。
同
時
に
会
報
の

編
集
ス
タ
ッ
フ
も
増
強
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
展
示
も
実
現
さ
せ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
課
題
は
山
積
み
で
す
。
私
の
任

期
中
に
会
費
納
入
と
会
の
若
返
り
を
少
し
で

も
改
善
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
最
近
、
強
く
考
え
る
こ
と

会
長　

桜
井　

洋
一

　

昨
年
11
月
に
会
長
を
お
引
き
受
け
し
、
４

月
に
正
式
に
会
長
を
引
き
継
い
で
か
ら
約
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
就
任
し
て
か
ら
、
築
地

工
芸
会
の
た
め
に
私
に
何
が
で
き
る
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

築
地
工
芸
会
の
伝
統
を
守
る
と
と
も
に
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
と
理
事
会
の
運
営
を
並

行
し
て
刷
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
し
た
。
そ
の
相
談
の
た
め
に
、
理
事
会
や

分
科
会
を
頻
繁
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
下
さ
っ
た
理
事
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
ず
は
足
元
か
ら
と
思
い
、
若
い
理
事
の

増
強
を
図
り
ま
し
た
。
Ｆ
＝
Ｉ
科
は
私
が
会

長
を
お
引
き

受
け
す
る
直

前
に
７
名
の

若
い
理
事
に

加
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
後
、

各
科
合
せ
て

「
祝
」

須
田
賢
司
氏 

人
間
国
宝
に

　

７
月
18
日
、
文
化
審
議
会
（
宮
田
亮
平
会

長
）
は
、
木
工
芸
の
須
田
賢
司
さ
ん
を
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定

す
る
よ
う
、
下
村
博
文
文
部
科
学
相
に
答
申

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
９
月
に
も
政
府

は
答
申
通
り
告
示
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

木
材
を
「
枘ほ
ぞ

」
な
ど
で
指
し
合
わ
せ
て
家

具
や
箱
を
つ
く
る
指
物
技
法
と
、
国
産
材
料

に
加
え
て
フ
ラ
ン
ス
産
の
楓
な
ど
を
取
り
入

れ
て
制
作
さ
れ
た
、
小
箪
笥
を
は
じ
め
と
す

る
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
上

記
の
内
容
は
、
各
社
新
聞
記
事
に
も
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

須
田
さ
ん
は
昭
和
48
年
Ｆ
科
卒
で
、
母
校

４
人
目
の
人
間
国
宝
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
主
な
受
賞

１
９
８
５
年

・ 

第
２
回
伝
統
工
芸
木
竹
展
、
文
化
庁
長
官

賞
受
賞

１
９
９
４
年

・
第
41
回
日
本
伝
統
工
芸
展
、
奨
励
賞
受
賞

２
０
０
３
年

・
群
馬
県
総
合
表
彰
受
賞

２
０
０
６
年

・ 

第
53
回
日
本
伝
統
工
芸
展
、
優
秀
賞
（
朝

日
新
聞
社
賞
）
受
賞

２
０
０
８
年

・
第
55
回
日
本
伝
統
工
芸
展
、

　

日
本
工
芸
会
保
持
者
賞
受
賞

２
０
１
０
年

・ 

紫
綬
褒
章
受
章

・ 

東
日
本
伝
統
工
芸
展
「
世
界
の
眼
」

　

 

審
査
委
員
特
別
賞
受
賞

・ 

熱
海
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
賞
受
賞

４月・個展会場での須田賢司さん

I.F.パートナーズ特許事務所
弁理士　中山　清
（昭33年M科）

〒101-0064
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　　　　　　　　　平田ビル8階
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FAX　03-5577-3027
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律



●
第
51
回
中
京
工
芸
会

 

総
会
の
ご
案
内

　

昨
年
は
第
50
回
と
い
う
大
き
な
節
目
の
総

会
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
50
年
間
、
歴
代
の

諸
先
輩
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
中

京
工
芸
会
の
灯
を
消
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
思
い
で
、
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
在
住
の
皆

さ
ん
、
別
途
事
務
局
よ
り
、
案
内
状
を
送
り

ま
す
の
で
是
非
出
席
の
ご
返
事
を
頂
け
る
こ

と
を
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
：
10
月
19
日
㈰　

13
時
～

▼
場
所
：
名
古
屋　

料
亭　

「
大
森
」

　

名
古
屋
西
区
城
西
４
－
30
－
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
２
－
５
２
２
－
８
３
３
１

 
中
京
工
芸
会
副
会
長

 
五
反
田　

稔
（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

●
「
関
西
工
芸
会
の
集
い
」

 

ご
案
内

　

今
年
の
「
関
西
工
芸
会
の
集
い
」
は
、
左

記
の
日
程
で
詳
細
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
会
場
は
今
ま
で
と
趣
向
を
変
え
て
、
京

都
・
嵐
山
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
：
11
月
３
日
（
月
・
文
化
の
日
）　

12
時
～　

京
都
・
嵐
山
に
て

　

詳
細
は
後
日
案
内
状
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

 

関
西
工
芸
会
会
長

 

丸
山　

士
郎
（
昭
43
・
Ａ
卒
）

◆
平
成
26
年
度

 

第
１
回
理
事
会
報
告

　

平
成
26
年
７
月
１
日
午
後
６
時
か
ら
母
校

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
第
１
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
平
成
26
年
度
総
会
報
告

　

 　

５
月
24
日
㈯
母
校
に
お
い
て
、
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
参
加
人
数
：
80
名

２
．
同
窓
会
会
費
納
入
の
現
状
に
つ
い
て

　

 　

会
報
（
新
聞
）
を
送
付
し
て
い
る
会
員

約
４
０
０
０
名
に
対
し
て
年
会
費
を
納
め

て
い
る
会
員
は
、
約
１
２
０
０
名
し
か
い

な
い
。
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
の
議

論
が
行
わ
れ
、
次
の
点
が
確
認
さ
れ
た
。

　

① 

理
事
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
会
費
納
入
の

協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

　

②
新
規
広
告
主
を
募
集
す
る
。

３
．「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
つ
い
て

　

 　

８
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
具
体

的
方
針
を
確
認
す
る（
委
員
会
実
施
済
み
）。

４
．
工
芸
基
金
報
告

　

 　

桜
井
会
長
か
ら
工
芸
基
金
、
平
成
25
年

度
実
績
、
平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

５
．
新
理
事
承
認

　

 　

次
の
４
名
の
方
が
理
事
に
推
薦
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
（
敬
称
略
）。

　
　

Ａ
科
：
坂
巻
章
雄
（
昭
和
55
年
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤
充
俊
（
平
成
17
年
卒
）

　

Ｐ
Ｇ
科
：
中
村
輝
雄
（
昭
和
38
年
卒
）

　
　
　
　
　

福
田
善
志
（
平
成
13
年
卒
）

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

　

本
年
４
月
14
日
以
降
、
本
年
８
月
20
日
現

在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

湯
沢
宋
江
、
石
倉
孝
、
大
場
康
博
、
天
川
博

邦
、
川
本
昭
一
、
伊
藤
早
苗
、
中
代
源
次
郎
、

大
滝
史
博
、
平
野
堯
久
、
米
山
彰
二
、
丸
山

士
郎
、
川
津
敬
介
、
浅
井
将
治
、
石
島
楓
、

中
野
清
、
馬
場
和
夫
、
竹
内
幸
太
郎
、
穴
吹

昭
勝
、
阿
部
達
夫
、
浅
黄
由
美
、
大
塚
晃
啓
、

遠
藤
佑
治
、
鈴
木
宣
喜
、
福
本
章
、
藤
井
喜

代
子
、
桑
原
幸
雄
、
原
典
生
、
片
岡
良
亮
、

時
田
桂
代
、
青
山
龍
雄
、
五
反
田
稔
、
田
代

智
隆
、
渡
辺
儀
太
、
中
尾
正
直
、
岡
田
里
美
、

糸
魚
川
江
里
子
、
筒
井
健
郎
、
小
平
確
、
乙

部
博
一
、
増
田
孝
機
、
大
島
文
夫
先
生
、
成

瀬
杏
子
、
山
田
二
三
雄
、
岩
井
昌
代
、
佐
野

勝
彦
、
高
田
宏
樹
、
中
島
隆
、
成
田
真
一
郎
、

大
久
保
勇
、
其
田
正
秋
、
細
江
邦
雄
、
中
村

輝
雄
、
橘
正
春
、
大
沼
正
道
、
塩
原
巌
先
生
、

荒
井
拓
哉
、
松
井
眞
矢
、
福
田
哲
夫
、
中
山

清
、
池
辺
武
彦
、
神
山
隆
夫
、
青
柳
宏
、
深

野
俊
樹
、
井
上
正
治
、
満
留
次
男
、
塩
田
真

梨
奈
、
古
木
嘉
雄
、
小
林
紀
之
、
立
石
正
直

　

平
成
26
年
度
累
計

�

二
四
〇
、
三
〇
〇
円

事
務
局
よ
り

訃
報

　

前
回
の
会
報
１
６
１
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の
皆

様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

川
島　

昌
冶
氏　

昭
９
・
Ｍ
卒
（
26
・
１
・
31
）

髙
橋　
　

勤
氏　

昭
10
・
Ｐ
卒
（
25
・
10
・
25
）

岡
田　

進
治
氏　

昭
13
・
Ｍ
卒

井
上　
　

庸
氏　

昭
16
・
Ｍ
卒
（
26
・
７
・
30
）

木
内　

豊
彦
氏　

昭
16
・
Ｐ
卒
（
25
・
10
・
23
）

豊
田　
　

尚
氏　

昭
17
・
Ｆ
卒
（
25
・
12
・
28
）

長
井　

久
夫
氏　

昭
18
・
Ｍ
卒
（
24
・　
　
　

）

北
久
保
昭
三
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
25
・
９
・
13
）

斉
藤　
　

正
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
25
・
９
・
23
）

高
橋　

嘉
辰
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
25
・
11
・
７
）

加
藤　

昭
二
氏　

昭
21
・
Ｐ
卒
（
26
・
８
・
８
）

山
内　

正
三
氏　

昭
23
・
Ａ
卒

大
谷　

義
隆
氏　

昭
23
・
Ｐ
卒
（
26
・
６
・
１
）

菅
谷　

文
夫
氏　

昭
24
・
Ａ
卒
（
26
・
８
・
１
）

三
橋
昇
太
郎
氏　

昭
25
・
Ｐ
卒
（
25
・
２
・
８
）

柳
沢　
　

朗
氏　

昭
25
・
Ｐ
卒
（
26
・
１
・
23
）

小
沢　

實
樹
氏　

昭
25
・
Ｐ
卒
（
26
・
２
・
１
）

大
岩　

伸
光
氏　

昭
27
・
Ｐ
卒
（
25
・
７
・
６
）

宮
山　

雄
治
氏　

昭
28
・
Ａ
卒
（
25
・　
　
　

）

石
川　

昇
二
氏　

昭
28
・
Ｍ
卒
（
25
・
10
・
18
）

津
久
井
良
成
氏　

昭
28
・
Ｆ
卒
（
23
・　
　
　

）

山
口　

正
志
氏　

昭
34
・
Ａ
卒
（
26
・
２
・
22
）

寺
島　
　

實
氏　

昭
34
・
Ａ
卒
（
23
・
８
・
３
）

渡
辺　
　

盟
氏　

昭
34
・
Ｍ
卒
（
25
・
10
・
13
）

和
仁
紀
公
雄
氏　

昭
34
・
Ｍ
卒
（
26
・
８
・
14
）

佐
藤　

弘
光
氏　

昭
38
・
Ｄ
卒
（
25
・
７
・
24
）

村
山　

芳
昭
氏　

昭
39
・
Ｆ
卒
（
25
・
６
・　

）

常
山　

順
子
氏　

昭
49
・
Ａ
卒
（
26
・
１
・
15
）
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吉
松
の
ぞ
み
氏
（
平
成
23
・
Ａ
卒
）

　
　

赤
銅
象
嵌
紫
陽
花
水
滴

小
山
田
玲
香
氏
（
平
成
24
・
Ａ
卒
）

　
　

ツ
キ
ハ
コ

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

鍛
朧
銀
建
水

桂　
　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

蟻
文
菓
子
器

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　

正
会
員

　
　

接
合
せ
水
滴

木
村　

太
郎
氏
（
平
成
９
・
Ａ
卒
）

　

正
会
員

　
　

鍛
黄
銅
亀
甲
羅
鉢

佐
藤　

充
俊
氏
（
平
成
17
・
Ａ
卒
）

　

一
般

　
　

銀
象
嵌
打
出
小
箱

２
０
１
４
ギ
ン
ザ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

企
画
展
第
３
３
４
回

永
井
裕
明
展
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

松
原
伸
生
藍
形
染
展
神
楽
坂

 

（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　

神
楽
坂
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

小
林　

実　

写
真
展�

（
昭
和
47
・
Ｐ
卒
）

　

富
士
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
宿
ス
ペ
ー
ス
１

◎
出
品

第
43
回
伝
統
工
芸
日
本
金
工
展

　

千
住
・
石
洞
美
術
館

　

伝
統
工
芸
日
本
金
工
展
は
、
鋳
金
、
鍛
金
、

彫
金
等
の
金
属
工
芸
の
保
存
と
発
展
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
43
回
目
の
今

回
は
30
歳
未
満
の
若
手
作
家
の
奨
励
を
目
的

と
し
て
、「
＋

21
部
門
」
が
新
設
さ
れ
、
工

芸
卒
の
４
名
の
若
手
作
家
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
員
お
よ
び
一
般
参
加
は
、５
名
で
す
。

「
＋
21
」

福
田　

志
穂
氏
（
平
成
24
・
Ａ
卒
）

　
　

蝶
象
嵌
ブ
ロ
ー
チ

藤
原　

優
貴
氏
（
平
成
23
・
Ａ
卒
）

　
　

蟹
脚
小
箱
「
カ
ニ
缶
」

　

次
の
方
々
の
個
展
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
個
展

「
木
の
邦
に
生
ま
れ
て
」

木
工
芸　

須
田
賢
司
の
仕
事　

ｖ
ｏ
ｌ
．
２

 
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
６
階

　

美
術
工
芸
サ
ロ
ン

木
の
邦
に
生
ま
れ
、

木
の
香
り
に
囲
ま
れ
て
育
ち

清
雅
の
二
文
字
を
標
と
し
、
私
ら
し
い

木
工
芸
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
代
の
工
芸
は
「
使
う
」
こ
と
よ
り
美
そ
の

も
の
に
重
き
を
置
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
愛
ら
し
い
工
芸
品
を
身
近
で
楽
し
む

こ
と
も
や
は
り
工
芸
の
変
わ
ら
ぬ
姿
で
し
ょ

う
。 

須
田
賢
司
（
個
展
案
内
状
よ
り
）

●
校
友
の
活
躍

拭漆嵌装香盒「月華」
黒檀拭漆嵌装文鎮「銀漢Ⅰ」

個展会場での永井さん

21＋金工部会賞を受賞した藤原優貴氏の作品
蟹脚小箱「カニ缶」

（写真提供：石洞美術館）
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渡
邊　

賢
二
氏
（
元
Ｍ
科
教
員
）

　
　

「
午
神
将
（
十
二
神
将
）」

　
　

「
酉
神
将
（
十
二
神
将
）」

　
　

「
じ
っ
と
、
し
て
い
ら
れ
な
い
」

三
木　

雄
志
氏
（
昭
和
42
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
青
麦
」

　

上
野
公
園
・

　

東
京
都
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

書
籍
と
雑
誌
の
デ
ザ
イ
ン
で

 

活
躍
し
た
多
川
精
一
氏

　

大
正
12
年
、
東
京
生
ま
れ
。
昭
和
16
年
12

月
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
本
科
製
版
印
刷
科

卒
業
。
昭
和
17
年
１
月
、
原
弘
の
助
手
と
し

て
東
方
社
に
入
社
、
対
外
宣
伝
誌
『
Ｆ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｔ
』
の
制
作
に
参
加
す
る
。

　

戦
後
、装
幀
・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
中
心
に『
週

刊
サ
ン
ニ
ュ
ー
ス
』『
岩
波
写
真
文
庫
』『
月

刊
太
陽
』『
季
刊
銀
花
』『
る
る
ぶ
』
他
多
数

の
書
籍
・
雑
誌
の
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
に
携
わ
る
。
出
版
学
校
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
講
師
。

　

著
書
に
『
現
代
レ
イ
ア
ウ
ト
入
門
』『
エ

デ
ィ
タ
ー
講
座
・
レ
イ
ア
ウ
ト
入
門
』『
岩

壁
・
稜
線
』『
花
の
山
旅
』『
戦
争
の
グ
ラ
フ

ィ
ズ
ム
』『
焼
跡
の
グ
ラ
フ
ィ
ズ
ム
』『
広
告

は
わ
が
生
涯
の
仕
事
に
非
ず
』
な
ど
が
あ

る
。
出
版
研
究
誌
と
し
て
個
人
雑
誌
『
Ｅ
＋

Ｄ
＋
Ｐ
』『
紙
魚
の
手
帳
』
を
主
宰
。

　

平
成
25
年
６
月
15
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

●
校
友
の
活
躍

　

次
の
方
々
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
出
品

第
32
回
木
葉
会
展

　

新
宿
区
立
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
油
彩

石
川　

省
吾
氏
（
昭
和
12
・
Ｐ
卒
）

第
62
回　

創
型
展　

２
０
１
４

　

今
回
の
創
型
展
で
は
、
４
名
の
方
が
出
品

し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
本
晴
男
さ
ん
・
渡
邊

賢
二
さ
ん
は
審
査
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

福
本　

晴
男
氏
（
昭
和
35
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
山
河
麗
し
」・「
悲
し
み
が
立
つ
Ⅱ
」

佐
野　

一
義
氏
（
昭
和
17
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
あ
す
か
」・「
裸
婦
立
像
」

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊ 

皆
様
の
個
展
、
出
品
、
受
賞
、
ク
ラ
ス

会
等
の
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com

山河麗し

じっと、していられない青麦

『E＋D＋P』39号表紙
『FRONT1-2海軍号』表紙

『紙
し

魚
み

の手帳』28号表紙

東方社美術部スタッフ。左から原部長、
蓮池、今泉、多川。昭和17年

裸婦立像
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に
消
さ
れ
て
い
た
。

　

翌
日
、
こ
と
の
顛
末
を
話
し
に
教
員
室
に

向
か
っ
た
が
、
誰
に
打
ち
明
け
た
ら
い
い
の

か
、
ま
た
何
を
言
わ
れ
る
の
か
と
思
う
と
怖

く
な
り
言
い
出
せ
ず
に
入
れ
な
か
っ
た
。
だ

け
ど
あ
の
卓
球
台
を
誰
が
使
っ
て
い
た
か
知

っ
て
い
る
の
は
津
久
井
先
生
し
か
い
な
い
わ

け
で
、
ど
う
せ
後
日
授
業
（
物
理
）
が
あ
る

の
で
そ
の
と
き
に
言
わ
れ
る
な
、
と
覚
悟
を

き
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
日
は
何
事
も

な
か
っ
た
よ
う
に
何
時
も
の
よ
う
に
授
業
は

進
み
、
そ
の
こ
と
に
は
ひ
と
言
も
触
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
今
思
う
と
寛
容
に
扱
っ
て

も
ら
え
た
の
か
な
あ
ー
、
と
勝
手
に
想
像
し

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
何
日
か
し
て
体
育
館
を
通
る

と
、
な
ん
と
、
壊
し
て
し
ま
っ
た
卓
球
台
が

修
理
さ
れ
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
！  

そ
の
状
態
は
縦
に
割
れ
た
部

分
の
両
側
を
真
っ
直
ぐ
に
削
り
、
そ
の
間
に

約
２
セ
ン
チ
幅
の
新
し
い
木
材
を
挟
み
、
表

面
は
平
ら
に
削
り
合
わ
せ
て
あ
っ
た
。

　

ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
色
の
天
板
に
挟
ま
っ
た

木
材
は
無
塗
装
な
の
で
そ
こ
だ
け
木
地
色
が

表
れ
、
目
立
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

で
も
あ
れ
を
直
す
に
は
か
な
り
の
木
工
技
術

を
習
得
し
た
経
験
者
で
な
い
と
出
来
な
い
こ

と
が
現
役
時
代
に
な
っ
て
分
か
っ
た
次
第
で

す
。
そ
し
て
校
内
の
ど
な
た
が
直
さ
れ
た
の

か
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
「
あ
り
が
と
う

…
」
と
、
心
の
中
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
卓
球
台
は
今
ど
う

し
て
い
る
の
か
な
あ
ー
。

◎
出
品

世
田
谷
平
和
美
術
展

　

世
田
谷
美
術
館

美
楽
舎
第
32
回
マ
イ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

�

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
ア
ー
ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
・
セ
ン
タ
ー
）

２
０
１
４
か
わ
さ
き
平
和
美
術
展

　

ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
か
わ
さ
き

・
油
彩

岩
井
昌
代
氏
（
昭
和
39
・
Ｄ
卒
）

あ
れ
か
ら
55
年

昭
和
34
年
定
時
制
Ｆ
科
卒　
関
根　

伸
司

　

あ
の
日
は
定
時
制
の
授
業
４
科
目
が
終
わ

っ
て
、誰
も
い
な
い
寒
い
体
育
館
で
の
こ
と
。

Ｗ
君
と
卓
球
を
し
て
い
る
と
、
そ
こ
に
巡
回

中
の
津
久
井
先
生
が
通
っ
て
「
早
く
帰
り
な

さ
い
…
」
と
告
げ
て
行
っ
た
。

　

Ｗ
君
と
卓
球
台
を
元
の
位
置
に
片
付
け
る

の
で
天
板
の
横
を
２
人
で
向
か
い
合
っ
て
持

ち
上
げ
た
ら
、
な
ぜ
か
自
分
の
方
だ
け
突
然

天
板
が
脚
か
ら
外
れ
「
バ
リ
ッ
」
と
い
う
音

と
共
に
天
板
が
上
に
捲
り
上
が
る
よ
う
に
、

２
つ
に
折
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

大
変
な
失
態
を
し
て
し
ま
っ
た
事
に
ど
う

し
よ
う
か
と
迷
っ
た
が
、
そ
の
日
は
と
に
か

く
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
し
た
。
薄
暗
い

廊
下
を
早
足
で
宿
直
室
前
を
通
っ
て
校
舎
を

出
た
。
校
庭
を
照
ら
し
て
い
る
明
か
り
は
既

●
校
友
の
活
躍
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子
）
の
関
係
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
生

が
、
改
め
て
人
生
の
心
構
え
を
お
話
し
さ
れ

た
の
で
し
た
。

　

２
年
後
は
、
私
た
ち
の
「
喜
寿
の
祝
い
」

の
「
ク
ラ
ス
会
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
日
を

楽
し
み
に
。 

（
森
谷
延
周
）

ど
多
岐
に
渡
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ
ス
会

と
先
生
か
ら
お
言
葉
を
戴
く
ほ
ど
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
、
予
定
時
間
を
１
時
間
も

オ
ー
バ
ー
し
て
の
懇
談
で
し
た
。

　

来
年
は
傘
寿
を
迎
え
る
の
で
盛
大
に
行
う

こ
と
と
し
、
健
康
に
留
意
し
て
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
有
志
で
山
手
に
あ
る
北
原
照
久

氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ブ
リ
キ
の
オ
モ
チ
ャ

館
を
見
学
し
ま
し
た
。

 

（
幹
事
：
山
田
・
南
部
（
記
））

●
昭
和
29
年
定
時
制
Ｍ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

つ
い
に
齢
80
歳
。
傘
寿
記
念
ク
ラ
ス
会
を

５
月
21
〜
22
日
に
秘
湯
沢
渡
温
泉
（
群
馬

県
）
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
10
名
。
水
道

橋
母
校
校
舎
前
に
集
合
。
小
型
観
光
バ
ス
で

一
路
関
越
道
を
北
上
。
榛
名
湖
畔
で
昼
食
。

木
造
の
ひ
な
び
た
“
ま
る
は
ん
旅
館
”
に
投

宿
。
桧
の
温
泉
風
呂
で
く
つ
ろ
ぎ
、
ゆ
っ
く

り
、
の
ん
び
り
ク
ラ
ス
会
。
翌
日
は
榛
名
神

社
に
詣
で
て
、
慾
深
く
、
更
な
る
長
寿
を
祈

願
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 （
田
嶋
照
郎
）

●
昭
和
32
年
全
日
制
Ｆ
科
ク
ラ
ス
会

　

平
成
26
年
５
月
17
日
㈯
、
新
宿
・
炭
火
焼

「
今
半
万
窯
」。

　

私
た
ち
の
恩
師
・
牛
込
源
晃
先
生
の
「
卒

寿
の
祝
い
」
に
奥
様
同
席
、「
ク
ラ
ス
会
」

を
兼
ね
て
13
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

２
年
振
り
の
ひ
と
と
き
。
牛
込
先
生
が
元

気
な
声
で
、
直
筆
の
卒
寿
奉
上
「
六
訓
」
を

朗
読
。
年
を
取
っ
て
も
先
生
と
生
徒
（
教
え

●
35
機
会
（
昭
和
20
年
本
科
Ｍ
科
卒
）

�

最
終
閉
幕
ク
ラ
ス
会

　

平
成
26
年
度
ク
ラ
ス
会
は
、
斉
藤　

稔
、

酒
寄
昇
一
、
庭
屋
健
二
、
堀
井
良
夫
、
鈴
木

規
尹
の
５
名
の
出
席
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に

ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
ワ
イ
ン
を
飲
み
料
理
を
た

の
し
み
な
が
ら
す
す
み
ま
し
た
。「
振
り
返

る
と
ク
ラ
ス
会
は
、
ど
の
年
を
切
り
取
っ
て

み
て
も
み
ん
な
愉
し
か
っ
た
」
と
の
感
想

や
、
昭
和
35
年
の
伊
豆
小
温
泉
の
一
泊
ク
ラ

ス
会
、
昭
和
50
年
の
卒
業
30
年
を
記
念
し
て

新
倉
先
生
を
お
招
き
し
た
ク
ラ
ス
会
、
平
成

10
年
の
「
思
い
出
の
記
」
出
版
記
念
ク
ラ
ス

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
共
通
の
想
い
、
そ

し
て
近
年
の
「
老
い
」
を
感
じ
な
が
ら
の
出

席
、
級
友
の
相
次
ぐ
ご
逝
去
な
ど
の
思
い
出

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
て
こ
の
度
の
出
席
５

名
は
こ
れ
ま
で
の
最
少
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
は
更
に
減
少
が
予
想
さ
れ
る
状
況

を
勘
案
し
、
今
回
を
も
っ
て
閉
幕
と
す
る
と

の
合
意
に
至
り
ま
し
た
。
開
戦
の
年
昭
和
16

年
に
入
学
し
、
終
戦
の
年
20
年
に
４
年
で
卒

業
し
た
35
機
会
に
多
く
の
思
い
出
を
残
し
な

が
ら
、
級
友
諸
兄
が
気
力
、
体
力
を
奮
っ
て

生
き
幸
あ
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
終
わ
り
と
し

ま
す
。 

（
鈴
木
規
尹
）

●
昭
和
29
年
全
日
制
Ａ
科
卒
ク
ラ
ス
会
開
催

　

平
成
26
年
５
月
22
日
㈭
に
横
浜
み
な
と
み

ら
い
地
区
の
東
天
紅
桜
木
町
に
て
、
安
原
先

生
を
お
招
き
し
て
級
友
８
名
で
ク
ラ
ス
会
を

開
催
。

　

各
人
の
近
状
報
告
・
現
役
時
代
の
過
ご
し

方
に
加
え
、
話
題
と
し
て
、
健
康
上
の
問
題

や
級
友
の
動
静
、
恩
師
の
消
息
な
ど
と
、
社

会
情
勢
の
政
治
・
経
済
・
マ
ス
コ
ミ
批
判
な

●
ク
ラ
ス
会

ic用各種タイバーカッター
各種専用機　設計製作

（有）神戸自動機製作所
代表取締役　神  戸  道  夫

定Ｍ13（昭36）

〒270-0156  千葉県流山市西平井1031-7
TEL.0471-59-6201  FAX.0471-59-5127  

35機会（昭和20年本科Ｍ科卒）

昭和29年全日制Ａ科卒クラス会

昭和32年全日制Ｆ科卒クラス会
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各
自
報
告
、
欠
席
者
に
つ
い
て
も
知
る
限
り

報
告
し
、
20
名
弱
の
消
息
を
確
認
出
来
ま
し

た
。
残
念
な
の
は
、
４
・
５
名
程
で
す
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。 （
片
山
忠
久
）

●
昭
和
39
年
全
日
制
Ａ
科
卒

　

���

日
本
新
工
芸
展
・
伝
統
工
芸
日
本
金
工
展

見
学
会

　

新
国
立
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
日
本
新

工
芸
展
を
５
月
18
日
に
、
担
任
の
安
原
敏
郎

先
生
及
び
同
級
生
で
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
同
級
生
の
田
中
照
一
氏
の
作
品
を
本
人

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
他
の
作
品
も
説
明

を
受
け
な
が
ら
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　

千
住
石
洞
美
術
館
の
伝
統
工
芸
日
本
金
工

展
を
、
６
月
８
日
鹿
島
和
生
氏
の
解
説
で
安

原
先
生
及
び
同
級
生
で
見
学
、
い
ず
れ
も
終

了
後
懇
親
会
を
行
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
坂
巻　

亨
）

●�

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
に
集
結　

併
せ

て
母
校
表
敬
訪
問　

昭
和
39
年
Ｄ
科
卒

　

去
る
４
月
12
日
、
私
た
ち
デ
ザ
イ
ン
科
卒

業
の
18
名
が
水
道
橋
駅
近
く
の
『
庭
の
ホ
テ

ル
東
京
』
内
〈
流
〉
に
集
い
、
３
年
間
私
た

ち
の
担
任
を
務
め
ら
れ
現
在
福
岡
県
在
住
の

恩
師
益
田
凡
夫
先
生
を
お
招
き
し
、
表
記
同

窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
午
後
４
時
半
、
先
ず
、
有
志
８
名
に

て
母
校
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
事
前
に
お

願
い
し
て
い
た
と
は
い
え
土
曜
日
の
休
日
に

も
拘
わ
ら
ず
神
山
隆
夫
先
生
（
昭
和
43
年
Ａ

科
卒
）
の
ご
尽
力
と
ご
厚
意
に
よ
り
、
私
た

ち
を
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
美
し
く
立
派
に

な
っ
た
校
舎
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。紙
面
に
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち
が
入
学
し
た
当
時

は
図
案
科
で
し
た
が
、
１
年
後
に
デ
ザ
イ
ン

科
と
改
称
さ
れ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
し
た
昭
和
39
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
と
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
た

年
で
も
あ
り
、
世
は
正
に
高
度
成
長
期
に
向

か
っ
て
い
る
時
代
で
し
た
。

　

さ
て
、
本
番
の
５
時
半
、
工
芸
高
校
か
ら

10
分
ほ
ど
の
会
場
に
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

益
田
先
生
は
、
私
た
ち
の
卒
業
と
同
時
に

福
岡
教
育
大
学
に
転
任
、
教
授
と
し
て
定
年

退
官
さ
れ
て
か
ら
は
名
誉
教
授
に
列
せ
ら

れ
、
熊
本
大
学
・
岡
山
県
立
大
学
に
招
か
れ

て
、
大
学
院
の
開
設
や
デ
ザ
イ
ン
学
部
開
設

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
自
ら
の
制

作
活
動
に
も
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
定

期
的
に
個
展
を
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
、
決
し
て
教
え
子
の
考
え
を
否
定

せ
ず
、
そ
の
誠
実
で
生
真
面
目
な
性
格
を
生

意
気
盛
り
な
私
た
ち
は
本
能
的
に
見
抜
き
、

尊
敬
と
信
頼
を
込
め
て
『
凡
ち
ゃ
ん
』
と
陰

で
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
先
生
か
ら
50
周
年
記
念
に

と
参
加
者
全
員
に
額
入
り
の
作
品
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
故
人
と
な
ら
れ
た

級
友
３
名
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
黙
祷
、
再
会

を
祝
う
乾
杯
に
次
い
で
、
参
加
者
全
員
の
現

在
を
紹
介
し
な
が
ら
の
会
食
と
な
り
ま
し

た
。
卒
業
以
来
初
め
て
会
う
人
も
あ
っ
た
り

で
、
和
気
藹
々
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る

ほ
ど
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

　

50
年
の
歳
月
は
、
１
人
１
人
の
容
貌
を
変

え
て
い
ま
し
た
が
、
懐
か
し
い
友
に
出
会
っ

て
昔
な
が
ら
の
言
葉
遣
い
で
話
し
、
心
に
明

か
り
が
灯
る
よ
う
な
温
も
り
を
感
じ
た
同
窓

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

渡
部
實
忍
（
旧
名
／
勝
）

●
昭
和
36
年
全
日
制
Ｐ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

５
月
20
日
、
懐
か
し
く
母
校
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
に
卒
業
し
、
半
世
紀
前
と
変
わ

り
、
学
校
の
授
業
内
容
も
大
き
く
進
歩
を
と

げ
て
お
り
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
そ
の
時
代

に
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
次
世
代
の
生
徒

を
育
成
す
る
と
い
う
大
い
な
る
使
命
の
中
に

あ
る
工
芸
は
、
大
変
な
時
代
に
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
皆
一
様
に
「
我
々
の
生
ま
れ
た
時

代
が
早
か
っ
た
な
！
」
と
言
い
ま
す
が
、
半

世
紀
過
ぎ
れ
ば
ま
た
同
様
な
こ
と
を
言
う
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

懇
親
会
で
の
写
真
を
送
り
ま
し
た
。
母
校

見
学
を
入
れ
た
た
め
平
日
と
な
り
出
席
者
が

少
な
い
の
で
す
が
、
現
役
の
方
々
の
情
報
を昭和36年全日制Ｐ科卒クラス会

昭和39年全日制Ａ科卒　日本新工芸展　見学会

昭和39年Ｄ科卒
卒業50周年記念クラス会
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２
年
Ｇ　

石
川
咲
輝

●
計
算
技
術
検
定

　

２
級
合
格　

４
年
Ｍ　

南
川　

育

　

３
級
合
格　

２
年
Ｍ　

飯
塚
明
日
香

　

太
田
飛
鳥　

中
野
あ
す
か　

福
本
勇
樹

　

本
間
理
正　

三
木
麻
莉

─
部
活
動
報
告
（
定
時
制
）

剣
道
部

●�

平
成
26
年
度
東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟

定
時
制
通
信
制
剣
道
全
国
大
会

　

１
年
Ａ　

山
田
美
来　

東
京
都
代
表
決
定

●�

第
45
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
剣

道
大
会

　

女
子
団
体
優
勝

　
（
東
京
Ａ
チ
ー
ム
・
先
鋒
）

　

１
年
Ａ　

山
田
美
来

柔
道
部

●�

平
成
26
年
度
東
京
都
高
体
連
定
通
制
柔
道

春
季
大
会

　

個
人
戦　

65
㎏
以
下
級

　

３
位　

３
年
Ｇ　

西
山
泰
斗

　

団
体
戦　

３
位

●
第
56
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

２
級　

３
年　

５
名
合
格

　

３
級　

３
年　

２
名
合
格

●
レ
タ
リ
ン
グ
検
定

　

３
級　

２
年　

30
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年　

５
名
合
格

　

２
級　

２
年　

２
名
合
格

G
R

A
P

H
IC

 A
R

T
S

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年　

１
名
合
格

D
E

S
IG

N
●�
（
冊
子
）
都
立
高
校
に
入
学
を
希
望
す
る

皆
様
へ

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

大
田　

晴

　

挿
画
作
成　
　
　

２
年　

齋
藤
彩
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
万
貴

●
25
年
度
学
校
要
覧

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

佐
藤
文
音

●
文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
大
会

　

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
画
作
成

　

２
年　

山
野
実
桜

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
画
作
成

　

１
年　

伴　

聖
菜

●
レ
タ
リ
ン
グ
技
能
検
定

　

３
級　

２
年　
　
　

35
名
合
格

　

２
級　

２
・
３
年　

６
名
合
格

　

１
級　

３
年　
　
　

１
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年　
　
　

４
名
合
格

　

２
級　

２
・
３
年　

９
名
合
格

─
部
活
動
報
告
（
全
日
制
）

水
泳
部

●
第
39
回
文
京
区
民
水
泳
大
会

　

３
年
Ａ　

三
上
莉
穂

　

50
Ｍ
・
１
０
０
Ｍ
自
由
形 

優
勝

　

３
年
Ｍ　

香
取　

輝　

50
Ｍ
自
由
形

 

３
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
Ｍ
平
泳
ぎ

 

３
位

　

１
年
Ｍ　

貝
原
海
帆　

50
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

３
位

　

１
年
Ｄ　

伴　

聖
菜　

50
Ｍ
平
泳
ぎ

 

３
位

陸
上
部

●
都
大
会
出
場

　

２
年
Ｄ　

小
島
彩
加　

砲
丸
投
げ

山
岳
部

●
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

２
年
Ｍ　

石
塚　

恵

　

２
年
Ｉ　

柏
木
今
日
子　

吉
野
蒼
央

　

１
年
Ｉ　

中
川
花
琳

定
時
制

●�

第
８
回
建
築
系
高
校
生
対
象
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
（
中
央
工
学
校
／
中
央
工
学
校
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ　

主
催
）

　

奨
励
賞　

３
年
Ｉ　

長
井
剣
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

桜

●
第
５
回
高
校
生
対
象
コ
ン
テ
ス
ト

『
夢
の
マ
イ
ル
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
』

　

佳
作　

３
年
Ｉ　

渡
部　

桜

●�

「
警
視
庁
少
年
育
成
課
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
表

紙
採
用
」

全
日
制

M
A

C
H

IN
E C

R
A

FT

●
危
険
物
取
り
扱
い
乙
種
第
１
類

　

11
名
合
格

●
危
険
物
取
り
扱
い
乙
種
第
３
類

　

１
名
合
格

●
危
険
物
取
り
扱
い
乙
種
第
５
類

　

２
名
合
格

●
危
険
物
取
り
扱
い
乙
種
第
６
類

　

２
名
合
格

●
計
算
技
術
検
定
１
級
合
格

　

２
年　

佐
藤
啓
龍

　

３
年　

木
下
祐
希　

中
山
葉
月

●
機
械
製
図
検
定

　

２
年　

猪
股
佳
子

　

３
年　

田
隝
美
沙　

小
池
吾
郎

●
色
彩
検
定　

２
級　

３
年　

１
名
合
格

●
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰

　

ゴ
ー
ル
ド　

３
年　

木
下
祐
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
吾
郎

　

シ
ル
バ
ー　

３
年　

中
山
葉
月

　
　
　
　
　
　

２
年　

佐
藤
啓
龍

IN
T

E
R

IO
R

●
第
８
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

ク
ラ
フ
ト
部
門　

優
良
賞

　

２
年　

加
藤
ゆ
か
り　

宇
野
澤
歩

　
　
　
　

山
内
映
李　

篠
崎
美
月

　
　
　
　

實
方
滉
幸

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門　

優
良
賞

　

２
年　

池
田
悦
子　

伊
藤
大
地

　
　
　
　

村
山
恵
実
子

母
校
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績

平
成
26
年
度　

工
芸
祭

　

平
成
26
年
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
の

２
日
間
、
母
校
に
於
い
て
「
工
芸
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
後
輩
の
勉
強
の
成

果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

談
話
室
（
１
階
会
議
室
）
で
休
憩
で
き

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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